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令和５年度 第４回 内野小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時  令和６年２月５日（月） １３時３０分から１５時００分 

２ 開催場所  浜松市立内野小学校 北校舎３階 会議室 

３ 出席委員  吉岡 久子、岡田 正利、中道 達哉、作田 悠佳、平野 岳子、 

山口 暢子、岸 美香、桑原 純一郎、中嶋 大祐 

４ 欠席委員  山田 詩織 

５ オブザーバー  黒瀬 渉 （きじの里放課後児童クラブ） 

        川上 雅幹（内野自治会長） 

        山崎 恒典（内野台自治会長） 

        井田 正人（浜名協働センター） 

６ 学  校  川村 寿満（校長）、清水 大輔（教頭）、山田 広美（教頭）、 

齋藤 隆治（主幹）、青嶋 慶衣子（CS ディレクター） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 青嶋 慶衣子 

９ 議長の選出   

司会の清水教頭から、コーディネーターの山口委員を推挙する旨の発言があり、全員 

異議なくこれを承認した。 

10 協議事項 

（１）交通危険箇所マップの原稿検討 

（２）学校運営協議会自己評価 

（３）学校関係者評価 

11 会議記録 

司会の清水教頭から、委員総数 10 人のうち９人の出席があり、過半数に達しているた

め、会議が成立している旨の報告があった。 

 

（１）交通危険箇所マップの原稿検討 

④地図…『一停』→省略せず『一時停止』と記載した方がよい。 

⑤地図…『歩道なし』→『車両が多く歩道なし』に変更。 

⑥地図…『児童の通行数が多い』→『横断する児童数が多い』の方がよい。 

⑪解説文章…『終わってしまっている』→『終わっている』に変更。 

⑬解説文章…『なくなっている』→『途切れている』の方が良いのではないか。 

 

《その他》 

〇表紙…『内野地区』表記がわかりにくい。【対象：内野地区】の下に『内野地区 

とは、内野・内野台・染地台からなる地区』と注意書きが必要では（山口委員）。 

〇表紙…上部の『御活用いただく～配布するものです。』→『御活用いただきた 

く、～配布いたします。』の方がよい（岸委員・平野委員）。 
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〇表紙…浜松市年齢別件数【第１当】の表記がわかりにくい。省略せず【第１当 

事者】と記載すればよい（岸委員・岡田委員）。 

〇表紙…発生状況の代わりにボランティア募集を載せたらどうか。しかし、『交通 

危険マップ』にそぐわないのではないか。 

 

（２）学校運営協議会自己評価 

   〇情報発信については、ＨＰだけでなく、紙面での回覧や’さくら連絡網’での発

信があるとよい。学校支援事業への理解や、ボランティア募集も地域に広く周知

したい。（平野委員・岡田委員） 

 

（３）学校関係者評価 

 

  《挨拶について》 

〇まずは先生からにこやかに挨拶すると、児童も挨拶しやすい。（山口委員） 

〇数値が子供＞保護者＞職員の順に低くなる。子どもの気持ちを汲んで評価して 

あげたい。（平野委員・中嶋委員） 

〇大きい声の子もいるし、会釈や目線を合わせるだけの子もいる。それも挨拶と 

して認めてあげたい。（中道委員） 

〇職員としては声を出して挨拶してほしい。（川村校長） 

〇児童数が多いため、リーダーになるチャンスが限定的。来年度は通学班長会な 

ど、リーダー教育の場を増やす予定。60％を目指す。（清水教頭） 

〇子どもから元気をもらえる防犯ボランティアを増やしたい。（吉岡委員） 

〇大勢の中にいると挨拶なしでそのままになりやすい。通学班を細かくグループ 

分けできないか。（桑原委員） 

 

《早寝、早起き、朝ごはんについて》 

 〇朝食の米飯が小学生の脳に良い影響を及ぼすそうだ。学習会を開催して、保護 

者に理解を促したい。（平野委員） 

〇習い事の帰宅が遅すぎないか。低学年は特に規則正しい生活が大切。（山口委 

員） 

 

（４）その他 

   〇夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

    地域の良さを実感、充実させるために使わせていただいたことを報告。 

   〇吉岡委員、中道委員、岸委員が退任となる。 

   〇中道想委員、伊藤正委員、大久保公雄委員、金子香穂利コーディネーターが新 

任となる。 


